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伊丹市こども福祉課について

市役所２階のこども福祉課にあります。

こどもたちの健やかな成長を願って、こどもとその家族、
また、こどもに関わる全ての方々のいろいろな悩みや心配
ごとをお聞きし、問題解決のお手伝いをしています。

0歳から18歳未満のお子さんのことなら、なんでも相談し
ていただけます。



 令和７年度の児童虐待通告相談数は２６４件

 その他の相談は１０２０件

令和７年度 こども福祉課 相談件数

児童虐待相談, 264

養護相談, 966

ぐ犯行為等相談, 28

触法行為等相談, 6
障がい相談, 1

育成相談, 19



児童相談所との違い

児童相談所は、全国の都道府県や政令指定都市に設置されている行政機関で、こどもの
虐待や育てにくさ、非行などさまざまな問題に対応するための専門的な相談・支援を行
います。

一方で、こども福祉課は、こどもや家族の日常的な相談を受け付け、地域に密着した支
援や予防的な対応を担当しています。児童相談所が問題発生後の専門的対応中心なのに
対し、こども福祉課は日常的な相談や早期発見・予防に力を入れています。



大人からこどもへの避けたい関わり



不適切な関わりがこどもに及ぼす影響



しつけ？体罰？これってどっち？？





しつけ？体罰？これってどっち？？





しつけと体罰の違いって？
体罰が許されないものであることが法定化されました。こどもの権利が守られる
体罰等のない社会を実現していくためには、一人ひとりが意識を変えていくとと
もに、子育て中の保護者に対する支援も含めて社会全体で取り組んでいかなくて
はなりません。



体罰等によらない子育てのための工夫のポイント

体罰等はよくないと分かっていてもいろいろな状況や理由によって、それが難し
いと感じられることもあります。一方で、安心感や信頼感、温かな関係が心地よ
いのは、こどもも大人も同じです。









こどもがもっている４つの権利

全てのこどもは、健やかに成長・発達し、その自立が図られる権利が
保障されることが、平成28年の児童福祉法の改正によって明確化され、
保護者は、こどもを心身ともに健やかに育成することについて、第一
義的責任を負うとされています。
また、全ての国民は、こどもの最善の利益を考え、年齢や成熟度に応
じてこどもの意見が考慮されるように努めることとされています。



児童虐待かもと思ったら

 児童虐待防止法に基づき、虐待の可能性がある場合、速やかに通告す
ることが義務とされています。

 虐待の早期発見と被害の拡大防止を目的としており、通告者は特定さ
れないことが信頼の前提とされています。

 一方、守秘義務は、業務上知り得た情報を第三者に漏らすことを禁じ
る法律上の義務です。しかし、児童虐待防止法では、通告義務が守秘
義務よりも優先されるため、通告者は守秘義務違反に問われることは
ありません。



通告がなぜ必要なのか
 虐待を受けているこどもや、虐待してしまっている親自身は、自分から「助けて」の
通告がしにくくなります。

 虐待を受けているこども自身は、他の家庭の状況を知らないため、自分が殴られる、
閉じ込められる、食事を与えられないなどを受けていても、「自分が悪いからだ」と
自分を責めていることがあります。

 虐待しているの親自身は、多くの場合、虐待してはいけないと思っていますが、その
行為を止められなくなってしまうこともあります。親自身、「助けて欲しい」「誰か
止めて欲しい」と思っていることも少なくありません。

 行政による支援は、通告があって始めてスタートします。行政自体が「虐待が起こっ
ていないか」を探るのは難しく、複数の通告（情報提供）があると、こどもや親の状
況をより的確に把握することができ、親子への支援をスタートさせることができます。





こども福祉課の利用できるサービス

①子育て世帯訪問支援事業（ヘルパー派遣事業）

１.事業内容について

伊丹市では、家事・育児等に対して不安・負担を抱えた子育て家庭、妊産婦、

ヤングケアラー等がいる家庭に訪問支援員（ヘルパー）を派遣し、家事・育児

等の支援を実施するとともに、家庭が抱える不安や悩みを傾聴することにより、

養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐことを目的に、子育て世

帯訪問支援事業を実施しています。

2 .対象者について

伊丹市に居住し、家事・育児等に対して不安・負担を抱えた子育て家庭及び支

援の必要性が高い妊産婦、ヤングケアラー等がいる家庭

3 .支援内容について

・家事に関すること（日常的に行われている家事に対する支援）

食事の準備、洗濯、生活必需品の買い物、部屋の掃除等

・育児に関すること（保護者の方が主体的に実施される育児への補助的支援）

離乳食、ミルクの準備、沐浴の補助、おむつ交換の補助等



①子育て世帯訪問支援事業（ヘルパー派遣事業）
4 .利用期間について

利用期間については、およそ2か月とし、こども福祉課において支援の効果や継

続の必要性等を評価いたします。

5 .利用者負担額について（1時間あたり）

世帯の区分に応じて、料金が異なります。

6.その他

・ご家庭の状況等を確認させていただき、利用期間・回数については、こども福祉課職員が

保護者の方からご希望をお聞きし、支援の必要性等を考慮し、一緒に相談しながら決定

させていただきます。



こども福祉課の利用できるサービス

②子育て家庭ショートステイ事業について

1. 事業内容について

こどもを養育しているご家庭の保護者が、出産・疾病・事故・災害・冠婚葬祭・転

勤・出張、その他社会的理由で家庭において児童の養育が一時的に困難になった場

合、緊急一時的に保護を必要とする場合に、そのこどもを児童福祉施設等で養育・

保護します。

2. 対象者について

・こどもの保護者の疾病

・育児疲れ、育児不安など身体上又は精神上の事由

・保護者の冠婚葬祭

・保護者の事故・災害等



②子育て家庭ショートステイ事業について

3. 利用者負担額について（1日あたり）

4. 申し込み方法について

利用をご希望される場合は、こども福祉課へご連絡ください。

＊事業所との調整等がございますので、必ずしもご希望の日時にご利用できる

とは限りません。できるだけお早めにご相談ください。



～ご利用された方からいただきましたご意見～

① ヘルパー派遣事業

・ヘルパーさんに洗濯や掃除をしていただくことで、こどもたちと余裕をもって遊ぶ時間ができました。

・家事を手伝ってもらえたことも助かりましたが、話し相手にもなってもらえ気分転換になりました。

・初めは、家のことを手伝っていただくことに抵抗がありましたが、ヘルパーさんから「少しぐらい息抜

きも必要ですよ。」と言ってもらえ、すごく気持ちが楽になり、手伝ってもらうことに対する抵抗もな

くなりました。

② ショートステイ事業

・急な用事で、どうしてもこどもと一緒に行くことができない時に利用することができて、すごく助かりま

した。

・体調が悪く、自分自身の体を休めたい時に利用することができ、ありがたかったです。

・毎日の育児に少し疲れ、ショートステイを利用してみました。利用中、気持ちを整理することができ、新

たな気持ちで育児に向き合うことができました。



子育て悩み相談窓口
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